
2025 年 ３月２３日（日） １３：００～１６：４５  
しいのき迎賓館 セミナールームＢ 

（石川県金沢市広坂2丁目１－１） 

 

令和６年能登半島地震により、私たちは、あまりに⼤きな被害を受けるとともに、多く
の法的課題にも直⾯することになりました。 

本シンポジウムでは、こうした課題を、現場と研究者双⽅の視点から採り上げます。そ
して、被災地での問題解決の⽅向性を検討するとともに、⽇本各地で次に起こり得る災害
への備えとしてできることを考えます。 

連絡先：能登半島地震と法研究会 noto.law.uk@gmail.com 

入場無料・入退室自由 

プ ロ グ ラ ム  

第一部 現場から（13：00～） 

被災者相談で⾒えてきた現状と課題（仮）  
⾦沢弁護⼠会災害復興⽀援 WG 
⻑瀬 貴志（⾦沢⼤学教授・弁護⼠）早川 潤（弁護⼠）⼭腰 茂広（弁護⼠）宮崎 昇⼀郎（弁護⼠） 

被災地で応急・復旧・復興に従事する公務員と課題   
⽷崎 弥央（⾃治労⽯川県本部） 笛⽥ 保之（国⼟交通労働組合）  

第二部 研究者から（14：45～） 

建物損壊をめぐる法的課題  ⽯尾 智久（⾦沢⼤学准教授・⺠法） 
⾃然災害における介護サービス保障  ⽯⽥ 道彦（⾦沢⼤学教授・社会保障法） 
震災における公法的課題  稲葉 実⾹（⾦沢⼤学教授・憲法） 
災害と犯罪  永井 善之（⾦沢⼤学教授・刑法） 
被災地で最前線に⽴つ公務員によせて  早津 裕貴（⾦沢⼤学准教授・労働法）  
被災者の⽣活⽀援・⽣活再建 宮本 誠⼦（⾦沢⼤学教授・⺠法）  

第三部 意見交換（16：15～） 
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